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評評

白石の新鮮野菜　う～んとうまいから、食ってみてけらい～ん！
～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

　白石市農産物直売所連絡協議会では会員を募集しています。市内で直売活動を
されている方などで興味のある方は、気軽にお問い合わせください。
 問農林課　☎22-1253

SSN48は

白石の農産物を

応援しています♪

100歳
おめでとうございます

～松竹梅敬老祝金を贈呈しました～

髙
た か

木
ぎ

　つぎ さん
大正９年５月30日生まれ

　若いころ和裁を習ってい
たこともあり、針を持つこ
とが好きなつぎさん。体調
をみながら、小物を作って
楽しんでいます。
　くよくよせず、誰とでも
仲良くすることが長生きの
秘
ひ

訣
けつ

とのことです。

※新型コロナウイルス感染症の影響により内容が変更になる場合がございますのでご了承ください。
※各直売所では、白石産の新鮮な旬の野菜や花、漬物などを販売しています（直売所により品ぞろえは異なります）。
※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。「SSN」は「白石・新鮮・農産物」の略称です。

軽トラ市　毎週金曜日9:00～12:00
　新鮮野菜を安く販売！
●場所　すまｉるひろば
問四

し
竈
かま

　☎29-2451、090-9429-6145

羽山産直市場わんこの家
　都合により休業します。
●場所　白川犬卒都婆字岩ノ上32-2

小原いきいき直売所
　直売所は休業ですが、次の施設は営業中です。
①小原なごみ茶屋
　11:00～15:00（水曜日定休）
　十割そばセット、ざるそばなどがオススメ！
②材木岩売店　9:00～16:00
　お菓子、玉こん、味

み
噌
そ

おでんなどを取りそろ
えています。テレビで取り上げられた材木岩名
物 「ソフトクリーム」はオススメです。
●場所　材木岩公園内
問小原公民館　☎29-2031

馬牛沼産直センター
　毎週火・木・土・日曜日　9:00～17:00
　今月はトマト、キュウリ、ナス、トウモロコシ、
オクラなど、新鮮な夏野菜が店頭に
並びます。
●場所　国道４号沿い馬牛沼付近
問馬牛沼産直センター　☎25-0520

１月１～４日を除いて毎日9:00～18:00営業
●場所　福岡長袋字八斗蒔20-1
問おもしろいし市場　☎26-9778
■ホームページ・ツイッターで情報発信中！
ホームページ　https://www.sunpark.jp/
ツイッターアカウント　@omoshiro5106

バーバ工
ク

愛
ラブ

市
いち

■今月のおすすめ
　今月は旬の夏野菜、生花、手芸品などがオス
スメです。
①白石店（城北町・あそびの森近く）
　毎週水曜日9:00～12:00
②元JAみやぎ仙南福岡支店構内店
　毎週土曜日　9:00～12:00
問ＪＡみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市
　☎25-3531

いつまでも楽しみながら
元気に暮らすために

地域包括支援センター

■高齢者やそのご家族の皆さんへ
　４月から当センターに歯科衛生
士が加わりました。口

こう
腔
くう

内につい
てお気軽にご相談ください。

■認知症家族のつどい
●日時　７月28日（火）
　　　　13:30～15:00
●場所　清風（介護老人保健施設）
※予約は不要です。
問地域包括支援センター
　☎22-1466

　おもしろいし市場では、白石のブランド野菜「白石三白
野菜」作りに取り組み中！　白いトウモロコシ・白いカボ
チャ・里芋を育てています。
　白いトウモロコシ「ピュアホワイト」は実が白く、糖度
がメロン並みの甘さが特徴です。白いカボチャ「夢

ゆめ
味
み

」は、
皮が白く、栗のような食感と甘みがあります。里芋の「土

ど

垂
だれ

」は、昔から白石で作られていた品種です。さらに、枝
豆もブランド化に取り組んでおり、「湯あがり娘

むすめ
」は芳香

で食感のよい品種です。

白石のブランド野菜！
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をは
っきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）フレッシュマーケット


